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                                              Abstract 
            The purpose of this study is to examinenursing students' emotional feelings toward 
        elderly persons with dementia and to discover how they change through clinical practice. 
       Eventually it is hoped that the faculty can find some suggestions helpful in guiding and 
        supporting nursing students assigned to care for elderly persons with dementia. 
           Eight nursing students were interviewed and asked to describehow they had felt about 
        elderly persons with dementia during their clinical practice. Their verbatim descriptions were 
        analyzed through the Kawakita Jiro method (a. k. a. the affinity diagram method)and
        classified into the following six categories ; "be surprised by unexpected behaviors,""feel
        frustrated when unable to communicate," "feel happy when accepted," enjoy being together," 
        "have a sense of fulfillment through learning the key to providing care" and "feel pity for 
        elderly persons with dementia." 
           The nursing studentswere trying to control their emotional feelings while perplexed by 
        offensive remarks and refusals of elderly persons with dementia. They need to be supported
        by the faculty so that they can recognize and express their own emotional feelings. In 
        addition, the faculty should have an opportunity for sharing the students' reflection upon the
        source of their emotional feelings and the content of care. 
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【要 旨】 本研究の目的は,臨地実習で認知症高齢者を受け持 った看護学生がどのような感情を
抱いたのかを明 らかにすることである。 そ して,認 知症高齢者を受け持つ看護学生の指導や支援
の一示唆を得ることである。
8名の看護学生に対 して臨地実習で認知症高齢者を受け持 った際に感 じたことについてインタ
ビューし,KJ法を用い分析 した。 その結果,【予期しない言動にびっくりする】【思いが通 じな
く,も どか しい】 【受け入れてもらえて嬉 しい】 【一緒にいることが楽 しい】【ケアのポイントに
気付けて,充 実感がある】【認知症高齢者は可哀想】の6カ テゴリーが抽出された。
認知症高齢者に攻撃的発言や拒否反応を示され,困 惑 しなが ら看護学生は感情のコントロール
をしていた。 そのような学生には,ま ず感情を表出 ・認知させるような関わりが教員には求めら
れる。 そして感情が生じた根源や,高 齢者の心身の状態について学生 と共に考える時間を持つこ
とが必要であると考えた。
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幸福感,悲 哀,恐 怖,怒 りなどであるとしている。
そこで本研究では"感情"を 看護学生が認知症高齢
者 と接する上で,主 観的に体験 した気持ち ・気分とす
る。
【認知症高齢者】 厚生労働省は 「痴呆」 に替わる新た







II.研 究 目 的
臨地実習で認知症高齢者を受け持った看護学生が,
対象者に対 して,ど のような感情を抱いたのか明 らか
に して,認 知症高齢者を受け持つ看護学生に対する指
導方法の示唆を得る。







沿 ってイ ンタビューした。また,同 意を得てインタ
ビューの内容を録音 し,逐語録としたものをデータと
した。
4.イ ンタ ビューガイ ド
1)認 知 症高 齢者 と接 す る中 で,喜 び ・悲 しみ ・怒
り ・苦悩 ・不安な どの感情を抱 いた場面 につ いて。









































に入院 しており,終 日寝たきりではな く,脳血管障害
などによる言語障害はない。
2.カ テゴ リーの抽出
逐語録か ら認知症高齢者 と接 した対象者の感情 は,
310コー ド,23サブカテゴ リー,6カ テゴ リー抽出 さ
れた。 カテゴ リーは 【】,サ ブカテ ゴ リー は 『』 で
表現す る。 また斜体 は主 な生 データを示 し,()は 研
究者が状況を よ りわか りやす くす るため に対象者 の語
りを補 った部分で ある。以下 にカテ ゴ リー,サ ブカテ










・一回ダンゴ（髪 の毛を結 った部分）の所掴 ま
れて,”外れ ますから,髪 ば止めてく ださい"っ
て思った。（対象者が しゃがん で認 知症高齢者の）
靴履かせようと思ったときに下向いたら,患者の手
がダ ンゴを掴 ん でいて"ど うしよ う"みた いに
思った。(対象者ば声 を出せない状態だ った）
表1認 知症高齢者に看護学生が抱いた感情 ()は コ ー ド数

































ど、行く度 に「何 しに来たん?怖いこと して。」
だましてるんやろ?こ ん なん して 面 白い
か?」 って言われた。それ に対 しての言葉かけが
出て こなくて,”どうしよう"っ て思った 。看護
師さんは血 圧測ってきて って何回も言うし,その
度（血 圧測定のために訪室する度にそれ を言わ




・粉薬ば,一回 で嚥下が出来る ように注意 して
















・足浴 を実施 しよ うと計画を して,靭一番で
「今日足浴 しましょうね?」 って聞いた時は ,「う
ん！ やろ一」 って言われて た。でも準備 して,




・（日中）ずっと歩 き回 ってるか ら休憩 しなく
てはいけ ない と思 ったけ ど,歩く 事が好 き（な
人）やし,患者さんの歩 きたい っていう気持ち を
満た してから休憩時間 にするぺきと思った 。そこ
の見極め（ が難 しか った） ……「歩き週ぎてるか




し,表情から しか読み取る しかなか った……どこ
まで踏み込んだらいい のかわからなくて ……看護
師さんとか先生が（い つも側 で）見てい る状態 で
はないから,自分一人 で判断 しなくはいけ ない
し,何かあ ったら問題 になるから（不安だ った）。
・すごい怖くて ,患者さんは（ ご飯の時だけ）




か った。無表情 であ っち行 って,という ようなこ
とを感じて,"ど うしたらいいの?"って思った 。





患者さんに 合ったやり 方なのか?"って思ってた 。
3)受け入れてもらえて嬉 しい
【受け入れてもらえて嬉 しい】というカテゴ リー











時が一番嬉 しか った。認知症の人だ から,（学生








ことが返 ってきて ……実 習最終日 に,「私今日 で
終わりなので・・…」 と（ しゃがん で）挨拶 してい
たら,い きなり抱きついてくれて「頑張り や～」
と言ってくれた 。それ 一番嬉 しか ったな。
・レクリエーションで花の形に 折 った折り紙 を
台紙に貼 るということをした時 に（患者は細かい
動 きが困 難 な様子 だ ったが）,「あ ～花,綺 麗
や！」 と,なかなか笑顔 を見せ ない人が、 花を見
たら,ず っと笑顔 でいて嬉しかった 。
『学生といると落ち着いた」
・金曜日 に,「土日は来れ まぜんが,来 週月曜
日に来ますので …」 と言ったら,「忘れんと来
てください よ」って 言っても らえたことは嬉 し




いがあ ったから,受け入れても ら えた時ば嬉し
かった。
4)一緒にいることが楽 しい
【一緒にいることが楽 しい】 というカテゴ リーは
『一緒にいることが楽 しい』『分かり合えたのに別れ
は寂 しい』の2つ のサブカテゴリーから抽出された。





・(訳の分か らない話)そ うい う話 を聞く のが
面白か った。面白いな って思った 。
・（認知症高齢者の希望 で） レクリ エーション
でお絵かきをすることにな ったけど,"この人描
けるのかな?"と思い なが らペンを渡 して……私
が どうやってレクリエーションを進めたらいい の
か分からなか った。「何描きますか?」 と尋ねた
ら,患者 さんも戸惑っていて 。最終的に 丸を描く




尊敬 しなくては いけない人 なのに,自 分か親心み
たい なものを抱いて しまう時があ った。風船 バ
レーをしている時に,"あ 一頑張れ頑張れ” とい




見つ けた』『その人 に合 ったケアの工夫が出来た』
『患者をステレオタイプで見ていることに気が付い








貼った（患者さん と）。散歩 に行く 前 に一緒に
飾 って,「ここが病室の目印 ですからね一」 と確
認 して散歩 に行った。帰 って来た時に「 さっきこ
れ作りましたね一」 って言 ったら,「うん！」 っ
て言 って,(病室 が わか らなく なることなく）
帰 った。（その時は） すごく嬉しか った！達成
感みたい な感じ 。自分のやったことに対 して反応





にな ったり,休 憩 を促 して も拒否 する時に,
「じゃあ先にト イ レに行きま しょうか」 と促 した
ら,座 ってもらえて 一発 で（排泄)してく れるよ
うになって ……ぞういう変化か見えてく るように
なったから,「ずっと接 してきて良か ったな」 と
か,「分か ってくれ て良かった」 という……(気
持ちだ った）。
・（足がだるいと言って,食事 を中断 して しま
う人に対 して）食事介助の前に温庵法をしたら,




,（グル 一プの） 皆 で「良 か っ
たね」 って喜 び合えた のは嬉し か った。
『患者をステレオタイプでみていることに気が付
いた」






嬉 しか った。だから次 の日も 新 しい曲 を覚えて
行 っていた。"これも歌えるんだ、 あれも 歌える
んだ"と思 った。
『スタッフだとケアが上手 くいく』
・（患者が他者 に見せ る）笑顔 を比較 して し
まって,悲 しくなるときもある。例えば、 可愛い




のかを測 って しま う。(OTさんには 見せ る笑顔

















いるだけ で,"この人に と って何が楽 しいだ ろ
う"って思った 。"こんな状態にしていていい の






うし……だ ったら孤独 を感じ さぜない ような温か
い看護をすべきなのに（良い 看護が出来て ると
ば感じられ ない 。 やるぜなか った。 でもそれが
果たして他の病院に 行 ったからとい って,孤独感
がなぐなるか って言ったらぞうではないと思う。
『ケアが未熟で申し訳ない』
・(知らない うちに）怪我 をされて ,私 がずっ
と側にい たのに気付かなくて 。い つできたのかも
知 らなくて,受け持たせて もらっているなら,気
付 ぐぺきや し……看護師 さんも（認知 症高齢者
の）妹 さんも「あなたのせい ではない」 って言っ
てくれたけど,"申 し訳ないな"っ て思って 。（認
知症高齢者で,介助の必要な認知症高齢者を受け
持つのは）始めてやった し,恐々やっていたから
注意 してた し……誰もい ない ときに,「本当に 申
し訳ない です,痛か った ですよね?」 と謝りに
行ったら,患者 さんが涙目 になってずっと首振ってくれて










解できない発言に対 して 【予期 しない言動にびっくり
する】。それと同時に関わりの日が浅いために認知症
高齢者の考えや気持ち,性格 ・生育歴などが把握 しき
れず,援 助をしても期待 した結果が得 られない,時 に
はケアが途中で中断することがあり,学生は 【思いが
通 じなく,もどかしい】感情を抱 く。そして共に過 ご
す時間の中で,笑顔があり,ケアを喜んでもらえたこ
とで自分を受け入れて もらえたように感 じ 【受け入れ




うことで 【一緒にいることが楽 しい】と感 じ始める。
さらに認知症高齢者の生育歴や日常生活の様子が把握
できて くると,普段は見 られない良い一面を発見 し,
またケアの工夫の方法が分か り 【ケアのポイントに気





















いて 『患者の言動が怖 く縮 こまる』 『行動障害が気持












と考え られ,驚 いたり,も どか しい気持ちを抱 くのは




































齢者に対 して 「やや否定的」 「どちらで もない」 とい
う負の受容感情を抱いている。そして3年生になると











































学生 は嬉 しかった出来事について笑顔で語 っていた
が,【予期 しない言動にびっくりする】【思いが通 じな
く,も どか しい】経験をしているため,【一緒にいる





















































感情として 【予期 しない言動にびっくりする】 【思い
が通 じなく,も どか しい】 【受け入れてもらえて嬉 し
い】【一緒にいることが楽 しい】【ケアのポイ ントに気
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